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 高齢化に伴う認知症急増への対応が喫緊の課題となっている。認知症の根本的治療法は

未だ確立されていないが、早期発見と早期介入によって発症・進行予防が可能であることを

示す医学的エビデンスが蓄積している。現状、認知症の初期評価は問診形式の認知機能検

査（MMSE 等）を用いて行われているが、検査の特性上スクリーニング的な評価が困難となっ

ている。 

 演者らはこれまでに、アイトラッキング法を利用した認知機能評価法を開発し、その有用性

の実証と社会実装を進めてきた。約 3分のタスク映像を眺める被検者の視線をアイトラッキン

グ法で記録し、視線位置情報の解析から認知機能を定量的化するシステムであり、従来の

MMSE スコアと高い相関を示すことが示されている。また、本法をスマート端末で実装できる

アプリを開発し、これを基盤シーズとして大学発ベンチャーの株式会社アイ・ブレインサイエン

スを設立した（JST 大学発新産業創出プログラム START により支援）。現在、本法の医療機

器プログラム治験を終え、承認申請に向けた準備を進めている（第一世代アプリ）。更にこれ

を基盤技術とし、AI 技術で視線情報を解析することで MCI 段階の認知機能障害を高精度に

検出するプログラムの開発を進めている（第二世代アプリ）。本講演では、次世代型認知機能

評価法としてのアイトラッキング式検査の開発経緯と、海外展開までを含めた将来展望につ

いて概説したい。 
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